
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
度  

沖
縄
国
際
大
学
入
学
試
験
問
題 

（
前
期
）

日
本
文
化
学
科
【
国
　
語
】

注
意
事
項

一
、
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
問
題
冊
子
の
中
を
見
て
は
い
け
な
い
。

二
、
こ
の
問
題
は
、
19
ペ
ー
ジ
あ
る
。
解
答
用
紙
は
、
マ
ー
ク
用
と
記
述
用
解
答
用
紙
が
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
あ
る
。

　

マ
ー
ク
用
の
解
答
用
紙
は

【１】
〜

【42】
ま
で
使
用
す
る
。

三
、
試
験
中
に
問
題
の
印
刷
不
鮮
明
、
ペ
ー
ジ
の
落
丁
、
乱
丁
及
び
解
答
用
紙
の
汚
れ
等
に
気
が
つ
い
た
場
合
は
、

手
を
挙
げ
て
監
督
者
に
知
ら
せ
な
さ
い
。

四
、
解
答
用
紙
は
直
接
機
械
処
理
を
す
る
の
で
、
折
り
曲
げ
た
り
、
汚
し
て
は
い
け
な
い
。

五
、
マ
ー
ク
用
解
答
用
紙
に
は
、
受
験
番
号
、
氏
名
、
志
望
学
部
学
科
、
科
目
、
受
験
地
が
印
字
さ
れ
て
い
る
の
で
、

間
違
い
が
な
い
か
確
認
し
な
さ
い
。

六
、
筆
記
用
具
は
、
必
ず
鉛
筆
（
Ｈ
Ｂ
）
ま
た
は
〇
・
五
ミ
リ
の
Ｈ
Ｂ
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
を
使
用
し
、
丁
寧
に
記

入
し
な
さ
い
。

　

ま
た
、
訂
正
す
る
場
合
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
消
し
ゴ
ム
で
完
全
に
消
し
て
か
ら
改
め
て
記
入
し
な
さ
い
。

七
、
マ
ー
ク
問
題
の
解
答
は
、
設
問
ご
と
に
指
示
し
て
あ
る
番
号
の
解
答
欄
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
例
え
ば
解
答

番
号

【20】
と
い
う
問
い
に
対
し
て
③
と
解
答
す
る
場
合
は
、
よ
い
記
入
例
の
よ
う
に
No. 

【20】
の
解
答
欄
の　
　

に

マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

八
、
試
験
終
了
後
、
問
題
用
紙
は
持
ち
帰
り
な
さ
い
。

③

○よい記入例

○悪い記入例（得点にならない）

【21】2ヶ所にマークした

【22】はみだしてマークした

【23】ぬりつぶした

№
解　　  答　　  欄

	 1	 2	 3	 4	 5	 6	 7	 8	 9	 0

【20】 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 0

№
解　　  答　　  欄

	 1	 2	 3	 4	 5	 6	 7	 8	 9	 0

【21】

【22】

【23】

⑥

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 0

① ② ③ ④ ⑤ ⑦ ⑧ ⑨ 0

① ② ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 0●



日文（前期）　国語　19 − 1

二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
度
　
沖
縄
国
際
大
学
入
学
試
験
問
題 

（
前
期
）

日
本
文
化
学
科
【
国
　
語
】

※　

解
答
は
す
べ
て
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
。

Ⅰ　
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

著作権承諾上の理由により、問題文の掲載は

控えさせて頂きます。

非公開部分については、沖縄国際大学入試セ

ンター窓口にて閲覧ください。



日文（前期）　国語　19 − 2

著作権承諾上の理由により、問題文の掲載は

控えさせて頂きます。

非公開部分については、沖縄国際大学入試セ

ンター窓口にて閲覧ください。



日文（前期）　国語　19 − 3

著作権承諾上の理由により、問題文の掲載は

控えさせて頂きます。

非公開部分については、沖縄国際大学入試セ

ンター窓口にて閲覧ください。



日文（前期）　国語　19 − 4

　
（
河
合
隼
雄
「
現
代
人
と
宗
教
―
―
無
宗
教
と
し
て
の
宗
教
」
よ
り
一
部
改
変
し
て
出
題
）

問
一
　
傍
線
部
１
～
５
の
カ
タ
カ
ナ
に
つ
い
て
、
正
し
い
漢
字
を
楷
書
で
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、
送
り
仮
名
は
不

要
で
あ
る
。
解
答
は
記
述
解
答
用
紙
（
各
１
点
）

１　

ホ
ウ
シ
ョ
ク　
　
　

２　

オ
コ
タ
る　
　
　

３　

コ
ウ
ミ
ョ
ウ　
　
　

４　

ホ
ウ
キ　
　
　

５　

コ
ウ
ケ
ン

問
二
　
空
欄 

ア

 

～ 

エ

 

の
部
分
に
入
る
の
に
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
次
の
①
～
⑤
の
中

か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
は
マ
ー
ク
解
答
用
紙　

ア
【
１
】
イ
【
２
】
ウ
【
３
】
エ
【
４
】（
各
１
点
）

ア　

①　

あ
る
い
は　
　

②　

と
こ
ろ
が　
　
　

③　

む
し
ろ　
　
　

④　

そ
の
結
果　
　
　

⑤　

現
に

イ　

①　

つ
い
に　
　
　

②　

し
か
も　
　
　
　

③　

や
は
り　
　
　

④　

そ
し
て　
　
　
　

⑤　

け
れ
ど
も

ウ　

①　

ゆ
え
に　
　
　

②　

し
か
し　
　
　
　

③　

と
に
か
く　
　

④　

す
な
わ
ち　
　
　

⑤　

一
方
で

エ　

①　

だ
か
ら　
　
　

②　

と
り
わ
け　
　
　

③　

た
と
え
ば　
　

④　

さ
ら
に　
　
　
　

⑤　

と
は
い
え

問
三
　
空
欄 

Ａ

 

～ 

Ｃ

 

の
部
分
に
入
る
の
に
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
次
の
①
～
⑤
の
中

か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
は
マ
ー
ク
解
答
用
紙　

Ａ
【
５
】
Ｂ
【
６
】
Ｃ
【
７
】（
各
２
点
）

Ａ　

①　

嬉
し
く　
　
　

②　

恐
ろ
し
く　
　
　

③　

空
し
く　
　
　

④　

悲
し
く　
　
　
　

⑤　

腹
立
た
し
く

Ｂ　

①　

奇
怪
な　
　
　

②　

横
柄
な　
　
　
　

③　

輝
か
し
い　
　

④　

洗
練
さ
れ
た　
　

⑤　

犯
し
難
い

Ｃ　

①　

断
言
的　
　
　

②　

短
絡
的　
　
　
　

③　

宗
教
的　
　
　

④　

非
現
実
的　
　
　

⑤　

非
科
学
的

著作権承諾上の理由により、問題

文の掲載は控えさせて頂きます。

非公開部分については、沖縄国際

大学入試センター窓口にて閲覧く

ださい。



日文（前期）　国語　19 − 5

問
四
　
空
欄 

ａ

 

と 

ｂ

 

の
部
分
に
入
る
四
字
熟
語
と
し
て
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
次
の

①
～
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
は
マ
ー
ク
解
答
用
紙　
ａ
【
８
】
ｂ
【
９
】（
各
２
点
）

ａ　

①　

愛
別
離
苦　
　
　

②　

会
者
定
離　
　
　

③　

新
陳
代
謝　
　

④　

千
変
万
化　
　

⑤　

輪
廻
転
生

ｂ　

①　

安
心
立
命　
　
　

②　

加
持
祈
祷　
　
　

③　

欣
喜
雀
躍　
　

④　

晴
耕
雨
読　
　

⑤　

立
身
出
世

問
五
　
空
欄 
Ｐ

 

の
中
に
入
る
文
と
し
て
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
次
の
①
～
⑤
の
中

か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
は
マ
ー
ク
解
答
用
紙
【
10
】（
３
点
）

①　

宗
教
は
現
在
に
お
け
る
生
を
否
定
し
、
死
後
の
世
界
に
お
け
る
生
を
約
束
す
る

②　

今
生
き
て
い
る
生
が
有
限
の
も
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
意
味
で
永
続
性
を
も
つ

③　

生
き
て
い
る
こ
と
は
永
遠
の
中
の
一
瞬
に
過
ぎ
ず
、
一
切
は
「
無
常
」
で
あ
る

④　

人
は
宗
教
的
な
信
念
に
よ
っ
て
自
ら
の
生
を
確
信
に
満
ち
た
も
の
に
変
え
ら
れ
る

⑤　

宗
教
的
な
観
念
は
、
こ
の
世
に
生
れ
お
ち
た
こ
と
の
奇
跡
を
思
い
起
こ
さ
せ
る

問
六
　
傍
線
部
Ｑ
「
現
代
人
の
難
し
さ
」
の
説
明
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
次
の
①
～
⑤
の
中
か
ら
一
つ

選
び
な
さ
い
。
解
答
は
マ
ー
ク
解
答
用
紙
【
11
】（
３
点
）

①　

現
代
人
は
、
過
去
の
宗
教
的
な
信
念
を
近
代
科
学
的
な
知
恵
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
幸
福
を
希
求

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

②　

現
代
で
は
、「
無
宗
教
」
の
人
々
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
ら
が
人
生
の
拠
り
所
を
失
っ

て
し
ま
う
場
面
も
増
え
て
い
る
。

③　

現
代
で
は
、
科
学
技
術
の
発
展
に
よ
っ
て
多
く
の
謎
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
宗
教
の
描
く
世
界
像
が
容
易

に
信
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

④　

現
代
で
は
、
老
人
た
ち
が
信
念
を
持
っ
て
活
動
す
る
場
面
が
な
い
た
め
に
、
彼
ら
の
宗
教
性
が
若
い
人
々
に

伝
わ
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

⑤　

現
代
で
は
、
科
学
技
術
の
普
遍
性
が
広
く
認
め
ら
れ
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
よ
っ
て
宗
教
が
「
ま
や
か

し
」
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。



日文（前期）　国語　19 − 6

問
七
　
空
欄 

Ｒ

 

の
中
に
入
る
文
と
し
て
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
次
の
①
～
⑤
の
中

か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
は
マ
ー
ク
解
答
用
紙
【
12
】（
３
点
）

①　

科
学
の
普
遍
性
を
推
し
進
め
、
全
世
界
共
通
の
宗
教
を
確
立
す
る
契
機
と
な
る
の
で
あ
る

②　

自
ら
の
宗
教
を
普
遍
的
で
あ
る
と
信
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
科
学
的
知
識
の
低
下
を
も
た
ら
す

③　

す
べ
て
の
宗
教
の
出
発
点
で
あ
り
、
科
学
的
な
普
遍
性
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
を
願
う
の
で
あ
る

④　

科
学
の
普
遍
性
と
異
な
り
、
あ
る
種
の
主
観
的
な
立
場
を
集
団
的
に
共
有
す
る
の
で
あ
る

⑤　

人
々
に
安
心
感
を
与
え
る
た
め
に
、
個
人
の
自
由
を
最
大
限
に
認
め
る
こ
と
を
意
味
す
る

問
八
　
傍
線
部
Ｓ
「
人
間
存
在
の
特
徴
」
の
説
明
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
次
の
①
～
⑤
の
中
か
ら
一
つ

選
び
な
さ
い
。
解
答
は
マ
ー
ク
解
答
用
紙
【
13
】（
３
点
）

①　
「
自
分
と
の
か
か
わ
り
」
と
い
う
個
別
性
を
捨
象
し
て
、
客
観
的
立
場
に
立
っ
て
物
事
を
観
察
し
、
個
別
性

を
超
え
て
普
遍
的
法
則
を
見
出
そ
う
と
す
る
。

②　
「
自
分
と
の
か
か
わ
り
」
と
い
う
個
別
性
に
こ
だ
わ
り
つ
つ
も
、
そ
の
意
味
合
い
を
集
団
で
分
か
ち
合
う
こ

と
に
よ
り
普
遍
的
な
信
念
へ
と
高
め
る
。

③　
「
自
分
と
の
か
か
わ
り
」
と
い
う
個
別
性
を
否
定
し
、
集
団
性
を
志
向
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
互
依
存
的

な
安
心
感
を
得
よ
う
と
努
力
す
る
。

④　
「
自
分
と
の
か
か
わ
り
」
と
い
う
個
別
的
な
意
識
を
明
確
に
提
示
し
な
が
ら
、
科
学
的
な
客
観
性
に
異
議
を

唱
え
る
集
団
を
組
織
し
よ
う
と
す
る
。

⑤　
「
自
分
と
の
か
か
わ
り
」
と
い
う
個
別
的
な
事
柄
に
つ
い
て
、
生
物
学
的
、
医
学
的
な
立
場
か
ら
説
明
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
客
観
性
を
担
保
す
る
。

問
九
　
本
文
の
内
容
と
合
致
す
る
も
の
を
次
の
①
～
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
は
マ
ー
ク
解
答
用
紙

【
14
】（
４
点
）

①　

科
学
技
術
の
発
展
に
よ
り
宗
教
は
不
要
に
な
っ
た
が
、
現
代
に
お
い
て
科
学
技
術
は
宗
教
に
代
わ
る
役
割
を

果
た
せ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
精
緻
な
知
識
体
系
を
必
要
と
し
て
い
る
。

②　

科
学
的
研
究
は
客
観
的
な
立
場
に
拘
束
さ
れ
る
が
、
宗
教
の
世
界
で
は
主
観
的
な
立
場
も
許
さ
れ
る
た
め
、

科
学
が
こ
れ
ま
で
見
落
と
し
て
き
た
知
識
を
補
完
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③　

科
学
的
知
識
は
個
人
と
全
く
関
係
な
い
場
所
で
成
立
す
る
た
め
、
個
人
に
不
安
を
与
え
る
が
、
宗
教
は
個
人

の
場
所
に
立
ち
戻
る
こ
と
を
求
め
る
の
で
、
人
々
に
安
心
感
を
与
え
る
。

④　

科
学
的
知
識
の
増
加
に
よ
り
、
宗
教
的
真
理
が
無
意
味
化
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
が
、
個
人
が
孤
立
す
る
現

代
に
お
い
て
は
、
宗
教
集
団
の
効
力
が
普
遍
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

⑤　

科
学
技
術
が
発
展
し
て
い
る
現
代
に
お
い
て
も
個
人
の
生
を
支
え
る
宗
教
は
必
要
で
あ
る
が
、
現
代
人
は
そ

の
宗
教
が
普
遍
的
で
な
い
こ
と
も
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



日文（前期）　国語　19 − 7

Ⅱ　
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。　

※
（
注
）
を
適
宜
、
参
考
に
す
る
こ
と
。

著作権承諾上の理由により、問題文の掲載は

控えさせて頂きます。

非公開部分については、沖縄国際大学入試セ

ンター窓口にて閲覧ください。



日文（前期）　国語　19 − 8

著作権承諾上の理由により、問題文の掲載は

控えさせて頂きます。

非公開部分については、沖縄国際大学入試セ

ンター窓口にて閲覧ください。



日文（前期）　国語　19 − 9

著作権承諾上の理由により、問題文の掲載は

控えさせて頂きます。

非公開部分については、沖縄国際大学入試セ

ンター窓口にて閲覧ください。



日文（前期）　国語　19 − 10

（
井
上
靖
「
土
の
絵
」
よ
り
一
部
改
変
し
て
出
題
）

　
（
注
１
）　

静
岡
県
伊
豆
出
身
の
、
長
八
と
い
う
名
前
の
左
官
の
作
品
。
左
官
と
は
壁
を
塗
る
職
種
。

　
（
注
２
）　

山
や
川
の
あ
る
自
然
の
風
景
を
題
材
に
し
た
東
洋
画
が
収
め
ら
れ
た
フ
レ
ー
ム
。

　
（
注
３
）　

一
般
に
広
く
見
せ
る
場
。
展
覧
場
。

　
（
注
４
）　

本
名
と
は
別
に
使
用
す
る
名
称
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
。

　
（
注
５
）　

人
が
死
ぬ
こ
と
。
死
去
。

　
（
注
６
）　

左
官
が
壁
を
塗
る
道
具
の
鏝こ
て

で
、
土
を
盛
り
上
げ
て
描
い
た
レ
リ
ー
フ
。
芸
術
作
品
。

問
一
　
傍
線
部
ａ
～
ｅ
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。
な
お
、
送
り
仮
名
は
不
要
で
あ
る
。
解
答
は

記
述
用
解
答
用
紙
（
各
１
点
）

ａ　

逸
話　
　
　
　

ｂ　

遣
る　
　
　
　
ｃ　

反
物　
　
　
　

ｄ　

烈
し
い　
　
　
　
ｅ　

暫
く

問
二
　

ア

 

～ 

オ

 

に
入
る
も
っ
と
も
適
切
な
語
句
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
か
ら
⑨
の
中
か
ら

一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
は
マ
ー
ク
用
解
答
用
紙　

ア
【
15
】
イ
【
16
】
ウ
【
17
】
エ
【
18
】
オ
【
19
】。（
各
１
点
）

 

①　

眼　
　
　
　
　

②　

口　
　
　
　
　

③　

歯　
　
　
　
　

④　

息　
　
　
　
　

⑤　

首

⑥　

背　
　
　
　
　

⑦　

腹　
　
　
　
　

⑧　

腰　
　
　
　
　

⑨　

手

著作権承諾上の理由により、問題文の

掲載は控えさせて頂きます。

非公開部分については、沖縄国際大学

入試センター窓口にて閲覧ください。
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問
三
　
傍
線
部
Ⅰ
～
Ⅲ
の
語
の
意
味
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
①
か
ら
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ

い
。
解
答
は
マ
ー
ク
用
解
答
用
紙　

Ⅰ
【
20
】
Ⅱ
【
21
】
Ⅲ
【
22
】（
各
１
点
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①　

漠
然
と
人
間
が
嫌
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②　

殊
更
人
間
が
嫌
い

Ⅰ　

な
べ
て
人
間
が
嫌
い　
　
　
　
　

 

③　

一
様
に
人
間
が
嫌
い　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④　

確
実
に
人
間
が
嫌
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤　

元
来
人
間
が
嫌
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①　

快
く
接
す
る
事
が
で
き
な
い
気
持
ち  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②　

役
に
立
て
な
い
よ
う
な
気
持
ち

Ⅱ　

取
り
つ
く
島
の
な
い
気
持
ち　
　

 

③　

近
づ
く
き
っ
か
け
が
掴
め
な
い
気
持
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④　

ま
と
わ
り
つ
け
な
い
気
持
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤　

誰
も
助
け
て
く
れ
な
い
よ
う
な
気
持
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①　

理
解
し
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②　

意
思
を
持
た
な
い

Ⅲ　

意
に
介
し
て
い
な
い　
　
　
　
　

 

③　

要
望
に
合
わ
な
い　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④　

気
に
か
け
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤　

気
に
入
ら
な
い

問
四
　
傍
線
部
Ａ
「
仕
入
れ
て
来
た
ば
か
り
の
知
識
を
少
し
披
露
し
た
。」
と
あ
る
が
、
そ
の
時
の
妻
の
思
い
の
説

明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
か
ら
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
は
マ
ー
ク
用
解
答
用
紙

【
23
】（
３
点
）

①　

山
水
額
の
価
値
が
認
め
ら
れ
た
が
、
少
し
し
か
報
告
で
き
な
い
焦
燥
感
。

②　

山
水
額
の
価
値
が
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
を
手
放
す
こ
と
へ
の
屈
辱
感
。

③　

山
水
額
の
価
値
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
を
夫
に
報
告
で
き
る
満
足
感
。

④　

山
水
額
の
価
値
が
認
め
ら
れ
、
夫
に
は
秘
密
に
し
た
い
と
い
う
優
越
感
。

⑤　

山
水
額
の
価
値
が
認
め
ら
れ
た
が
、
知
識
を
多
く
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
罪
悪
感
。
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問
五
　
傍
線
部
Ｂ
「
私
に
は
何
と
な
く
、
そ
う
し
た
叔
父
が
好
き
で
も
あ
り
、
理
解
で
き
ぬ
で
も
な
い
気
持
で
あ
っ

た
。」
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
か
ら
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
は
マ
ー
ク

用
解
答
用
紙
【
24
】（
４
点
）

①　

一
般
的
に
は
叔
父
の
転
身
は
不
可
解
に
思
わ
れ
る
事
だ
が
、
同
じ
血
の
流
れ
を
強
く
自
覚
す
る
自
分
に
と
っ

て
は
、
叔
父
の
行
動
の
意
味
が
理
解
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

②　

一
般
的
に
は
叔
父
の
転
身
は
不
可
解
に
思
わ
れ
る
事
だ
が
、
叔
父
は
祖
父
と
は
違
っ
て
教
養
が
あ
る
の
で
、

是
非
と
も
応
援
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

③　

一
般
的
に
は
叔
父
の
転
身
は
不
可
解
に
思
わ
れ
る
事
だ
が
、当
時
、自
分
だ
け
は
叔
父
の
よ
き
理
解
者
で
あ
っ

た
の
だ
と
信
じ
よ
う
と
し
て
い
る
。

④　

一
般
的
に
は
叔
父
の
転
身
は
不
可
解
に
思
わ
れ
る
事
だ
が
、
人
生
経
験
を
重
ね
た
自
分
に
は
叔
父
の
行
動
の

意
味
が
理
解
で
き
る
と
、
亡
く
な
っ
た
叔
父
を
懐
か
し
ん
で
い
る
。

⑤　

一
般
的
に
は
叔
父
の
転
身
は
不
可
解
に
思
わ
れ
る
事
だ
が
、
普
段
の
性
格
や
態
度
か
ら
、
何
と
な
く
叔
父
の

気
持
ち
が
理
解
で
き
た
と
振
り
返
っ
て
い
る
。

問
六
　
傍
線
部
Ｃ
「
そ
れ
は
自
分
の
言
葉
の
弱
さ
を
匿か
く

す
た
め
で
も
あ
り
、
ま
た
私
に
自
分
の
心
の
内
部
を
覗の
ぞ

か
れ

ま
い
と
す
る
た
め
の
仕し
ぐ
さ種
で
も
あ
っ
た
。」
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
①
か
ら
⑤
の
中
か
ら
一

つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
は
マ
ー
ク
用
解
答
用
紙
【
25
】（
４
点
）

①　

自
分
の
言
葉
が
他
よ
り
も
小
さ
い
こ
と
を
恥
じ
る
気
持
ち
を
匿
す
た
め
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
弱
い
心

を
覗
か
れ
な
い
よ
う
、
甥
の
私
と
の
関
係
を
遮
断
し
よ
う
と
し
た
。

②　

自
分
の
言
葉
が
相
手
の
反
論
に
勝
て
そ
う
な
も
の
で
は
な
い
事
か
ら
来
る
自
信
喪
失
を
匿
す
た
め
で
あ
り
、

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
弱
い
自
分
の
心
を
甥
の
私
に
覗
か
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
し
た
。

③　

自
分
の
言
葉
が
相
手
を
納
得
さ
せ
る
正
当
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
匿
す
た
め
で
あ
り
、
ま
た
社
会
の
価
値

観
か
ら
逸
脱
し
た
矛
盾
だ
ら
け
で
教
養
の
な
い
自
分
の
心
を
甥
の
私
に
覗
か
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
し
た
。

④　

自
分
の
言
葉
が
論
理
的
に
破
綻
し
て
い
る
こ
と
を
匿
す
た
め
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
自
分
の
頭
の
中
を

甥
の
私
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
し
た
。

⑤　

自
分
の
言
葉
が
相
手
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
だ
け
の
説
得
力
を
持
ち
得
な
い
こ
と
を
匿
す
た
め
で
あ
り
、
ま
た

そ
の
よ
う
な
自
分
の
心
に
甥
の
私
が
勝
手
に
踏
み
込
ん
で
こ
な
い
よ
う
に
し
た
。
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問
七
　
傍
線
部
Ｄ
「
本
当
に
そ
う
思
っ
た
の
で
あ
る
。」
を
説
明
し
た
文
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
①
か

ら
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
は
マ
ー
ク
用
解
答
用
紙
【
26
】（
４
点
）

①　

客
に
会
う
こ
と
を
拒
否
し
て
妻
を
困
ら
せ
た
た
め
、
話
題
を
変
え
て
機
嫌
を
取
ろ
う
と
し
た
が
、
相
手
に
さ

れ
な
か
っ
た
の
で
、
本
当
に
そ
う
思
っ
た
の
だ
と
弁
解
し
て
い
る
。

②　

他
者
に
よ
っ
て
自
分
の
生
活
が
乱
さ
れ
る
こ
と
か
ら
身
を
守
り
、
更
に
妻
と
の
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
を
も

防
ぐ
た
め
、
長
八
の
山
水
額
を
見
に
行
っ
て
み
た
い
と
話
を
逸
ら
し
て
い
る
。

③　

純
粋
に
長
八
の
山
水
額
が
見
た
く
な
っ
た
の
だ
が
、
無
意
識
の
う
ち
に
祖
父
達
の
よ
う
に
自
分
の
心
を
守
ろ

う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
驚
い
て
い
る
。

④　

他
者
に
よ
っ
て
自
分
の
生
活
が
乱
さ
れ
る
こ
と
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
長
八
の
山
水
額
を
見
に
行
っ
て
み
た

い
と
思
っ
た
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
。

⑤　

妻
に
、
祖
父
や
叔
父
の
よ
う
に
人
間
嫌
い
な
性
質
だ
と
思
わ
れ
た
く
な
い
と
、
純
粋
に
長
八
の
山
水
額
が
見

た
く
な
っ
た
と
強
調
し
て
い
る
。

問
八
　
井
上
靖
の
作
品
群
を
次
の
①
か
ら
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
は
マ
ー
ク
用
解
答
用
紙
【
27
】

（
２
点
）

①　
「
清
兵
衛
と
瓢
簞
」「
城
の
崎
に
て
」「
暗
夜
行
路
」

②　
「
鼻
」「
藪
の
中
」「
河
童
」

③　
「
伊
豆
の
踊
子
」「
雪
国
」「
山
の
音
」

④　
「
あ
す
な
ろ
物
語
」「
敦
煌
」「
氷
壁
」

⑤　
「
山
椒
魚
」「
屋
根
の
上
の
サ
ワ
ン
」「
黒
い
雨
」

問
九
　
こ
の
文
章
に
お
け
る
表
現
と
内
容
の
特
徴
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
か
ら
⑤

の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
は
マ
ー
ク
用
解
答
用
紙
【
28
】（
５
点
）

①　

山
水
額
に
眼
を
投
げ
か
け
る
祖
父
や
叔
父
の
行
動
に
違
和
感
を
覚
え
る
様
子
を
描
く
こ
と
で
、
大
人
に
な
り

そ
の
純
粋
さ
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
の
悲
し
み
を
効
果
的
に
表
現
し
て
い
る
。

②　

登
場
人
物
の
内
面
描
写
が
精
密
に
描
か
れ
、
短
い
会
話
文
を
多
用
す
る
こ
と
で
、
妻
や
左
官
達
、
祖
父
や
叔

父
の
気
持
ち
を
直
接
、
ま
た
印
象
的
に
表
現
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

③　

過
去
か
ら
現
在
へ
と
、
私
の
思
索
に
よ
っ
て
物
語
が
時
系
列
で
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
山
水
額
を
手

放
す
こ
と
が
出
来
た
安
堵
感
が
、
読
者
に
的
確
に
伝
わ
る
よ
う
描
か
れ
て
い
る
。

④　

山
水
額
を
め
ぐ
る
出
来
事
を
も
と
に
、
い
く
つ
か
の
伏
線
を
効
果
的
に
用
い
な
が
ら
、
自
分
の
中
に
も
祖
父

や
叔
父
と
同
じ
血
が
流
れ
て
い
る
こ
と
を
、
私
の
視
点
で
見
つ
め
て
い
る
。

⑤　

祖
父
や
叔
父
の
思
い
出
を
振
り
返
る
中
で
、
い
く
つ
か
の
伏
線
を
用
意
し
な
が
ら
、
同
じ
血
が
流
れ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
き
驚
く
自
分
、
同
じ
血
の
流
れ
を
許
せ
ず
頑
な
に
な
る
自
分
を
描
い
て
い
る
。
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Ⅲ　
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

雪
山
は
北
村
三
立
と
い
ひ
㋐
し
か
ど
も
、
世
に
号
を
も
て
し
ら
㋑
る
。
肥
後
の
人
に
し
て
諸
国
に
⒜
遊
ぶ
。
文
筆

あ
り
し
か
ど
も
、
独
り
書
名
高
し
。
書
法
は
漢
僧
雪
機
に
学
び
た
り
。
初
め
赤
貧
に
し
て
、
屋
破
れ
雨
漏
に
、
沐た

浴ら

盤ひ

を
高
く
釣
り
、
其
の
下
に
座
し
て
書
を
学
べ
り
。
あ
る
と
き
肥
前
長
崎
の
橋
の
下
に
一
夜
寝
て
、
あ
く
る
あ
し
た
、

あ
た
り
の
酒
家
に
入
り
て
酒
を
の
む
。
あ
る
じ
其
の
価
を
乞
ふ
㋒
に
、
な
し
、
と
い
ふ
。
其
の
家
を
と
ふ
に
も
、
亦

な
し
と
い
へ
ば
、
さ
ら
ば
Ａ
何
す
る
人
ぞ
、
と
と
へ
ば
、
も
の
書
く
も
の
な
り
、
と
こ
た
ふ
る
に
、
主
も
す
ね
た
る

も
の
に
て
、
い
で
此
の
ご
ろ
の
忙
し
き
に
、
酒
売
る
日
記
書
き
付
け
給
れ
。
今
の
酒
の
代
に
充
て
ん
、
と
い
ひ
し
か

ば
、
も
と
よ
り
さ
し
て
志
す
所
も
な
け
れ
ば
、
日
を
重
ね
て
止と
ど

ま
り
、
日
毎
に
書
き
つ
。
さ
る
漢
法
の
草
書
な
れ
ば
、

Ｂ
い
か
に
も
よ
め
ざ
り
し
を
、
⒝
さ
す
が
に
能
書
な
り
と
は
し
り
け
ん
、
其
の
人
柄
も
無
我
な
る
を
見
て
、
深
く
信
じ
、

遂
に
長
崎
に
住
ま
し
め
け
り
。
其
の
後
隣
国
の
太
守
、
額
字
を
も
ろ
こ
し
へ
書
き
に
や
り
給
ふ
と
て
、
其
の
⒞
草
案

を
か
か
し
め
ら
る
る
に
、
道
人
大
な
る
筆
を
持
た
ざ
れ
ば
、
軒
に
か
け
し
簾
の
萱
を
も
、
打
ち
ひ
し
ぎ
て
書
け
り
。

さ
て
彼
の
国
に
渡
し
た
る
に
、
Ｃ
彼か

し
こ方

に
も
か
ば
か
り
の
手
筆
な
し
、
と
て
か
へ
し
け
れ
ば
、
直
に
其
の
太
守
の
額

と
な
り
ぬ
。
さ
つ
ま
の
国
に
到
り
し
時
、
金
五
片
賜
ら
ん
、
と
こ
ひ
つ
つ
、
こ
れ
を
も
て
蜆し
じ
みつ

み
た
る
舟
五
六
艘
を

買
ひ
て
、
こ
と
ご
と
く
海
に
離
ち
、
Ｄ
吾
は
け
ふ
仁
を
行
へ
り
、
と
悦
び
し
と
ぞ
。
此
の
人
生
涯
印
章
を
持
た
ず
、

書
き
た
る
も
の
に
印
を
施
し
た
る
な
し
と
な
む
。

（
伴
蒿
蹊
『
近
世
畸
人
伝
』
よ
り
一
部
改
変
し
て
出
題
）



日文（前期）　国語　19 − 15

問
一
　
傍
線
部
⒜
～
⒞
の
解
釈
と
し
て
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
各
群
の
①
か
ら
⑤
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
は
マ
ー
ク
用
解
答
用
紙　

⒜
【
29
】
⒝
【
30
】
⒞
【
31
】（
各
２
点
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①　

浮
か
れ
騒
い
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②　

趣
味
な
ど
で
時
間
を
過
ご
す

⒜　

遊
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　

 

③　

興
に
ま
か
せ
て
楽
し
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④　

逍
遥
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤　

舞
楽
を
行
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①　

な
に
は
と
も
あ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②　

な
ん
と
い
っ
て
も

⒝　

さ
す
が
に　
　
　
　
　
　

 

③　

な
に
に
も
ま
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④　

な
ん
と
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤　

な
に
は
な
く
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①　

下
書
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②　

計
画

⒞　

草
案　
　
　
　
　
　
　
　

 

③　

叩
き
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④　

方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤　

書
籍

問
二
　
二
重
傍
線
部
㋐
の
助
動
詞
の
意
味
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
次
の
①
か
ら
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び

な
さ
い
。
解
答
は
マ
ー
ク
用
解
答
用
紙
【
32
】（
１
点
）

い
ひ
㋐
し
か
ど
も

①　

推
量　
　
　
　
　

②　

完
了　
　
　
　
　

③　

過
去　
　
　
　
　

④　

打
消　
　
　
　
　

⑤　

希
望

問
三
　
二
重
傍
線
部
㋑
の
助
動
詞
の
活
用
形
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
か
ら
⑤
の
中
か
ら
一
つ

選
び
な
さ
い
。
解
答
は
マ
ー
ク
用
解
答
用
紙
【
33
】（
１
点
）

し
ら
㋑
る

①　

未
然
形

②　

連
用
形

③　

終
止
形

④　

連
体
形

⑤　

已
然
形



日文（前期）　国語　19 − 16

問
四
　
二
重
傍
線
部
㋒
の
語
の
説
明
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
か
ら
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な

さ
い
。
解
答
は
マ
ー
ク
用
解
答
用
紙
【
34
】（
１
点
）

乞
ふ
㋒
に

①　

接
続
助
詞

②　

格
助
詞

③　

断
定
の
助
動
詞
連
用
形

④　

終
助
詞

⑤　

完
了
の
助
動
詞
連
用
形

問
五
　
傍
線
部
Ａ
「
何
す
る
人
ぞ
」
の
説
明
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
①
か
ら
⑤
の
中
か
ら
一
つ

選
び
な
さ
い
。
解
答
は
マ
ー
ク
用
解
答
用
紙
【
35
】（
２
点
）

①　

雪
山
が
あ
ま
り
に
も
見
苦
し
い
様
子
だ
っ
た
か
ら
「
何
す
る
人
ぞ
」
と
聞
い
た
。

②　

雪
山
が
雪
機
か
ら
書
法
を
学
ん
だ
こ
と
を
疑
問
に
思
い
「
何
す
る
人
ぞ
」
と
聞
い
た
。

③　

雪
山
が
沐
浴
盤
の
下
で
書
を
学
ん
だ
の
で
「
何
す
る
人
ぞ
」
と
聞
い
た
。

④　

雪
山
が
橋
の
下
で
一
夜
を
明
か
し
て
い
た
か
ら
「
何
す
る
人
ぞ
」
と
聞
い
た
。

⑤　

雪
山
が
酒
代
も
家
も
な
い
と
言
っ
た
か
ら
「
何
す
る
人
ぞ
」
と
聞
い
た
。

問
六
　
傍
線
部
Ｂ
「
い
か
に
も
よ
め
ざ
り
し
を
」
と
あ
る
が
、
そ
の
内
容
の
説
明
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
切
な
も
の

を
次
の
①
か
ら
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
は
マ
ー
ク
用
解
答
用
紙
【
36
】（
３
点
）

①　

酒
代
の
か
わ
り
に
酒
家
の
日
記
を
雪
山
に
書
か
せ
て
い
た
あ
る
じ
は
、
雪
山
の
字
の
本
当
の
素
晴
ら
し
さ
を

見
出
せ
な
か
っ
た
。

②　

家
が
な
い
雪
山
を
養
い
、
世
話
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
雪
山
の
才
能
を
大
事
に
し
て
い
る
酒
家
の
主
は
、
字

が
読
め
な
い
人
間
だ
っ
た
。

③　

貧
乏
を
極
め
、
酒
代
の
な
い
雪
山
を
試
す
た
め
に
、
酒
家
の
主
は
雪
山
に
日
記
を
書
か
せ
た
が
、
中
国
式
の

草
書
だ
っ
た
の
で
読
め
な
か
っ
た
。

④　

橋
の
下
で
生
活
を
し
て
い
た
雪
山
は
、
酒
代
が
な
い
の
に
酒
家
で
酒
を
飲
ん
だ
た
め
、
そ
の
酒
代
の
た
め
に

あ
る
じ
に
書
を
贈
っ
た
が
、
あ
る
じ
は
価
値
を
知
ら
な
か
っ
た
。

⑤　

酒
好
き
の
雪
山
は
、
酒
代
が
な
い
の
に
酒
家
で
酒
を
飲
ん
だ
が
、
酒
代
が
払
え
ず
、
そ
の
謝
罪
の
こ
と
ば
を

書
に
書
い
た
が
あ
る
じ
は
許
さ
な
か
っ
た
。



日文（前期）　国語　19 − 17

問
七
　
傍
線
部
Ｃ
「
彼
方
に
も
か
ば
か
り
の
手
筆
な
し
」
と
あ
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
切
な
も
の

を
次
の
①
か
ら
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
は
マ
ー
ク
用
解
答
用
紙
【
37
】（
２
点
）

①　

書
法
を
漢
の
雪
機
に
学
び
、
雨
の
日
は
沐
浴
盤
を
釣
っ
て
書
い
た
か
ら
。

②　

酒
好
き
な
雪
山
は
、
酒
を
飲
み
な
が
ら
上
機
嫌
で
漢
法
の
草
書
を
書
い
た
か
ら
。

③　

欲
が
な
く
、
清
廉
潔
白
な
雪
山
の
書
風
は
、
流
麗
そ
の
も
の
だ
っ
た
か
ら
。

④　

隣
国
の
太
守
か
ら
の
依
頼
に
応
え
て
、
書
き
な
れ
た
扁
額
の
字
を
書
い
た
か
ら
。

⑤　

大
筆
の
な
い
雪
山
は
簾
の
萱
を
押
し
つ
ぶ
し
て
作
っ
た
筆
を
使
っ
て
書
い
た
か
ら
。

問
八
　
傍
線
部
Ｄ
「
吾
は
け
ふ
仁
を
行
へ
り
」
の
説
明
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
次
の
①
か
ら
⑤
の
中
か

ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
は
マ
ー
ク
用
解
答
用
紙
【
38
】（
４
点
）

①　

仁
と
は
、
書
で
得
た
金
を
蜆
を
積
ん
だ
船
に
換
え
、
そ
の
蜆
を
す
べ
て
海
に
帰
し
た
行
為
の
こ
と
を
さ
し
、

雪
山
が
い
か
に
無
欲
の
人
で
あ
っ
た
か
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

②　

仁
と
は
、
雪
山
の
師
匠
が
目
指
し
た
境
地
で
あ
り
、
貧
し
く
て
も
橋
の
下
で
暮
ら
し
、
書
の
道
を
究
め
る
た

め
に
必
要
な
考
え
方
で
あ
る
。

③　

仁
と
は
、
酒
家
の
あ
る
じ
の
も
と
で
、
雪
山
が
修
行
し
た
期
間
に
学
ん
だ
、
客
へ
の
お
も
て
な
し
の
心
を
さ

し
、
他
者
を
信
頼
す
る
こ
と
で
あ
る
。

④　

仁
と
は
、
書
家
と
し
て
雪
山
が
大
成
す
る
た
め
に
必
須
な
も
の
で
、
隣
国
の
太
守
の
志
そ
の
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。

⑤　

仁
と
は
、
貧
し
さ
の
な
か
に
も
、
世
に
遊
び
、
芸
術
的
な
感
性
を
磨
く
書
家
の
信
念
を
さ
し
、
雪
山
の
生
涯

の
目
標
で
あ
る
。



日文（前期）　国語　19 − 18

Ⅳ　
次
の
漢
文
を
読
み
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。（
設
問
の
関
係
上
、
訓
点
を
省
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。）

（『
笑
府
』
よ
り
）

　
（
注
）　

偸
児
…
ど
ろ
ぼ
う
。
こ
そ
泥
。

問
一
　
傍
線
部
Ａ
「
遍
」、
傍
線
部
Ｃ
「
所
以
」
の
読
み
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
次
の
①
か
ら
⑤
の
中

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
は
マ
ー
ク
用
解
答
用
紙　

Ａ
【
39
】
Ｃ
【
40
】（
各
２
点
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①　

ひ
と
え
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②　

あ
ま
ね
く

Ａ　

遍　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

③　

し
ば
し
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④　

た
だ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤　

つ
ね
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①　

い
わ
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②　

な
か
ん
づ
く

Ｃ　

所
以　
　
　
　
　
　
　
　

 

③　

な
ん
と
な
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④　

し
ょ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤　

ゆ
え
ん

　

偸
（
注
）と
う

児じ

入リ
二

一
貧
家ニ
一、　
Ａ
遍
模さ

ぐ
ル
モ、一モ

無シ
レ

所
レ

有ル

、乃チ

唾
レ

地ニ

開キ
テレ

門ヲ

而
去ラ

ン
ト
ス。貧
漢
於テ
二

床
上ニ
一

見
レ

之ヲ

、喚ビ
テ

曰ハ
ク、賊
、可シ

ト下

為ニ
レ

我ガ

関と
ヂ二−

了を
わ
リ
テ

門ヲ
一

去ル
上。
偸
児
曰ハ

ク、你な
ん
ぢ

這か
く
の

箇ご
と
キ
ノ

人ノ

叫ブ
ハ二

我ヲ

賊ト
一

、

也ま
タ

忒は
な
は
ダ

難シ
ト。

　

一ニ

説ク

、喚ブ
ニレ

関ヂ
ヨ
トレ

門ヲ

、賊
笑ヒ

テ

曰ハ
ク、　
Ｂ
我
且
問
你
、関ヂ

テ

也ま
タ

做な
ス
ト二

甚な

麼に
ヲ
カ一、

亦タ

有リ
レ

味
。旧
説ニ

云フ

、賊
、可シ

ト下

替ハ
リ
テ

レ

我ニ

帯シ
テ

上リ
中−

了ラ
ス

門ニ
上。
賊
曰ハ

ク、是レ

這ク
ノ

等ご
と
ク

貪ル
ハレ

懶ヲ

、　
Ｃ

所
二−
以ナ

リ
ト做シ
テ

不ル
ノ一レ

得
二

人
家ヲ
一。

貧
漢
曰ハ

ク、我
做シ

テ二

人
家ヲ
一 、
与た

め
ニレ

你ノ

偸
麼か

ト。

つ
ば
き

　

シ
テ

ぬ
す

  

マ
シ
ム
ル



日文（前期）　国語　19 − 19

問
二
　
傍
線
部
Ｂ
「
我
且
問
你
」
の
書
き
下
し
文
と
し
て
、
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
次
の
①
か
ら
⑤
の
中
か
ら
一

つ
選
び
な
さ
い
。
解
答
は
マ
ー
ク
用
解
答
用
紙
【
41
】（
３
点
）

①　

我
れ
且
に
你
に
問
は
ん
と
す

②　

我
れ
且
に
問
は
ん
と
你
に
す　
　

③　

我
を
問
い
、
且
つ
你
と
す

④　

我
に
且
く
你
に
問
う

⑤　

我
且
つ
你
に
問
う

問
三
　
本
文
の
説
明
と
し
て
、も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
次
の
①
か
ら
⑤
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。解
答
は
マ
ー

ク
用
解
答
用
紙
【
42
】（
３
点
）

①　

ど
ろ
ぼ
う
は
、
家
じ
ゅ
う
物
色
し
た
が
、
全
く
何
も
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
家
の
門
を
閉
じ
て
出
て
い
っ
た
。

②　

貧
し
い
家
に
入
っ
た
ど
ろ
ぼ
う
は
、
何
も
取
ら
ず
に
出
て
行
く
こ
と
は
難
し
い
と
言
っ
た
。

③　

門
を
閉
め
ず
に
出
て
い
こ
う
と
す
る
ど
ろ
ぼ
う
に
、
家
人
は
門
を
閉
め
て
出
て
い
け
と
言
っ
た
。

④　

ど
ろ
ぼ
う
は
も
の
ぐ
さ
な
家
人
に
、
門
を
閉
め
て
何
の
役
に
立
つ
の
か
と
か
ら
か
っ
た
。

⑤　

も
の
ぐ
さ
な
家
人
は
、
財
産
が
で
き
た
ら
世
の
中
の
人
に
分
け
与
え
る
だ
け
だ
と
言
っ
た
。










